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と自己 MHC‐ペプチド複合体からの弱い TCR 刺激により増殖し、胸腺退縮によ
る数の減少をある程度補完できるため、特にヒトの末梢において細胞数は意外に
も比較的高齢まで維持される。しかしながら、感染非依存性に起こるこの恒常性
増殖（Homeostatic proliferation: HP）が長期間継続することによって生じる NP T
細胞の質的・機能的変化については不明な点が多い。本研究では、成獣マウスか
ら胸腺摘出（Adult thymectomy: ATx）を行うことで HPを促進させるマウスモデ
ルを用い、この点を明らかにすることを目的とした。 
 ATx後の末梢 T細胞の数は、STx（Sham surgery) 群に比較して減少する一方、
T細胞分画における Ki67陽性細胞の割合は有意に増加した。このことから、ATx
は HP によるＴ細胞の加齢変化を早期にかつ増幅して観察するのに適したモデル









移入では認められなかった。以上のことから、CXCR3陽性 NP CD8 T細胞は、IL-7
依存的に CXCR3陰性分画から HPにより産生されることが明らかになった。 









たマウスと同様、CD8 T細胞中の NPの割合と逆相関を示すことが確認された。      
以上の結果から、胸腺退縮により新たな NP T 細胞の産生が低下しＨＰが起こる
過程で、高いサイトカイン産生能を有する CXCR3陽性 NP CD8 T細胞が誘導さ







る NP T 細胞の質的・機能的変化については不明な点が多い。本研究では、成









と同様、その割合は CD8 T細胞中の NPの割合と逆相関を示すことが確認され
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